
思思思うううここことととなななどどど      横井山 泰 
５月の新九郎の個展に向けて描いている。とい 

          うか作っている。先月書いたように、新九郎の個 

展ではパズルから発展したキューブの作品をメイ 

ンにするつもりである。試みに１０ｃｍ角で桃太 

郎を作ったら、大変良い出来上がりであった。そ 

こで、アトリエの隅に放置していた１０cm角の柱 

用の材をカットしてキューブにしてみた。もとも 

と割れている材をパテで埋めて研いでいると、ア 

トリエ大家さんがやってきた。「割れる木はいずれ 

割れるよ」とのこと、徒労をしてもしょうがない。

割れない材を探したところ朴のキューブが見つかった。こちらは恰もよ

しで描き心地も良いのだが、７ｃｍ角である。もう少し大きいものを探

してみると木曽檜で１２ｃｍ角のキューブがあった。在庫を買い占めて

アトリエで下処理をしてみると学生時代に初めて２００号のキャンバス

を目の前にしたような気品である。ううむ、これはいい。７０cm角のキ

ューブも３つ作ってもらった。こちらは縦に重ねる作品でかなり巨大に

なる。下処理ばかりの２月はもうすぐ終わる。なんとかなるだろう。も

ちろん平面も描いている。 

 さて、３月１９日から２２日まで、有楽町の東京国 

際フォーラムで開催される東京アートフェアに、昨年 

個展をしたエクリュの森から出品します。ボンちゃん 

の作品の予定です。 
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降も水野忠邦 

 

東東東海海海道道道五五五十十十三三三次次次      １１１９９９（鳴海宿・服部家） 

5年をかけ、足で歩いたスケッチ紀行 松野光純 

                   池鯉鮒（ちり 

ふ）宿と鳴海宿 

の間に、有松と 

いう茶屋集落 

（間の宿）があ 

る。ここは、有 

松絞で有名な所 

である。 

                 天保末年頃の
この村の全戸数は１３５軒であったが、このうち「絞
染商」の家が１９軒もあったそうで、絞染でなりた
っていた村であることがわかる。この絞りの作業は、
農家の副業として行われていた面もあるが、大きな
業者は表通りに家を構えて旅人相手に商ったほか、
江戸へも販路を拡大していた。 

 有松には、絞問屋をはじめとした古い家並みが今
も残る。なかでも旧藩時代の町屋建築の遺構である
服部邸は、旧態をよくとどめている。 

 会  期 

展覧会名 
見どころ 

 

 

3/4（水）～9（月） 

第 19 回西さがみ文芸

展覧会 

特別展  

湯河原の生んだ俳人父娘 

黛執・黛まどか展 

 3/11（水）～16（月） 

第 11 回スケッチング

ウォークの会 

会員 165名のスケッチ展 
裏面に紹介記事を掲載してい
ます。 

 
3/18（水）～23（月） 

鈴木隆作陶展 

根府川に窯を持つ 
青瓷・米色瓷、練込、根府川の
蜜柑灰釉等の器 

 
3/25（水）～30（月） 

第 21 回 おだわら七

壁舎 能面展 

会員 23名、1年間で制作した約
50点の能面の展示 

 
3/27(金) 

新九郎デッサン会 

どなたでもお気軽にどうぞ！ 

18:15-20:45 会費 1500円 

コスチューム、固定ポーズ 

 

酒匂川のおかめ桜が可愛い赤い花をつけ始めました。花を前に散歩する人同士の会話にも花が咲きます。梅、桃、

桜と各地の花だよりに心躍る季節がやってきました。陽気がよくなると外に出かけたくなるもの。清閑亭や内野邸

では、小田原ならではのお雛様にも出会えます。春の小田原を散策しながら、楽しみな展示が続く新九郎にもぜひ

足をお運びください。 

 

会期・展覧会名 会 場 

3/11（水）～3/16（月） 

白梅美術文芸展・第 2回 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

3/3（火）～3/15（日）月休館 

森久子展 

すどう美術館 

0465-36-0740 

3/3（火）～3/15（日）月休館 

マルティン ファウゼル 

すどう美術館 

0465-36-0740 

3/25（水）～3/30（月） 

大門雅総展 

お堀端画廊 

0465-23-7819 

3/12（木）～3/15（日） 

香風会・かく展 

アオキ画郎 1・2F 

0465-22-0825 

3/26（木）～3/28（土） 

糸澤ユウ子着物リメイク展 

アオキ画郎 1F 

0465-22-0825 

3/16（月）～3/22（日） 

「安藤軍治」生誕 100年展 

蓮台寺 新客殿 

0465-47-2532 

1/6（火）～3/28（土）日・月休 

川本洋子展 銅版画・陶 

野菜料理のﾚｽﾄﾗﾝﾊﾙﾉｷ 

090-2146-5516 

3/15（日）～3/28（土）3.11被災

こども達へのエール-KIZUNA展 

ぎゃらりー ぜん 

0463-83-4031 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田原第３グループ会長 吉田康雄 
 メンバーは、現在４４名（男性１６
名、女性２８名）。例会は毎月一回木
曜日。年の内６回は各地に出掛けてス
ケッチをしています。秋にはバス旅
行、１２月には忘年会で親交を深めて
います。初心者の人は、先生をはじめ
先輩会員のアドバイスをもらい上達
しています。年２回開催される展示会
でその成果を発表しています。和気あ
いあいの楽しいグループです。 

湯河原第２グループ会長 平井健司 
小生、スケッチングウォークの会に

入会して５年余。絵は得意ではありま
せんが、ウォーキングは好きで、特に
登ることが好きです。登る坂道、階段
を見るとその頂まで詰めたくなりま
す。昨年６月例会で鎌倉の建長寺に行
った折、裏山の半僧坊まで登ってしま
いましたが、建長寺を俯瞰する眺望は
素晴らしく、思わずスケッチしまし
た。 

スケッチングウォークの会主宰 松野光純 
 
スケッチングウォークは、目的地まで歩くことにより健康づくりと仲間づくりをしな

がら風景スケッチを楽しむことを目的としています。 

 現在、５グループ１６５名の会員が「アトリエは青空の下、師は自然」を合言葉とし

て毎月定例的に活動しています。 

2月のこと 

1月末のことであるが、新九郎 

           で「たのしむコトモノ展」（雑貨 

           店 Conte 主催）が開催された。 

一角にポストカードを展示して 

いるコーナーがあった。8歳にな 

る男の子の作品で、電車の絵が 

たくさんあった。形は線でしっかりとらえられ、空間の 

把握も確か。影や面をすばやいハッチングで描いている。
8歳でこんな表現ができるものかと驚く。カメラが好きで
電車、風景、花等様々なものを撮っている。ポストカー
ドブックにファイルされていたが、8,000枚もあったそう
だ。中に 1枚 A4判の満月を撮った写真があった。ちょう
ど国旗日の丸と同じ構図で、黒い中空にぽっかりと中秋
の名月が浮かんでいる。上辺には光がうっすらと当たり、
月の丸みが感じられる。なんの衒いもなく、月を眺め、
いいなと思ったそのままをシャッターに納めた。そこに
撮った少年の存在が感じられる写真だ。これがデジカメ
で撮ったというのだから驚く。 
少年は残念ながら、その後不慮の交通事故で亡くなっ

た。展覧会は神奈川新聞の取材を受け、このコーナーに
ついての記事は、1月 24日付カルチャー欄で閲覧できる。
○木  

専任講師 川合昭二 
 横浜は、写生するには題材が豊富
で、ロケーションも格好な場所が多
い。今回は１１月下旬「日本大通り」
へ、丁度銀杏が最高潮で大通りは黄
色の濃淡に包まれ燃えるような輝
きの中にも黄緑の枝葉が入り混じ
った光景は見事に尽きる。周囲は写
生する人々が思い思いに楽しそう
に描いている姿に交じり私も一緒
に。 

湯河原第１グループ会長 安藤勝 
 湯河原第７期生として平成２３年
秋に入会しました。透明水彩の基礎
を教えてもらい、楽しさ、難しさを
感じ描いています。水をたっぷり使
うので、紙が波打たないよう厚地の
スケッチ紙を使い、きれいな色を出
せるように重色、混色、にじみ等に
悪戦苦闘しています。うまくなるに
は、たくさん描くしかないですね。 

小田原第１グループ会長 風間由二 
 当グループは創設１０周年余りに
なり、会員数は４０名弱、その８割を
女性会員が占めています。会員の画暦
も、初めて絵筆を持つ初心者からベテ
ランまで多種多様ですが、絵の好きな
のは皆同じ、ウォーキングを楽しみ、
さらに楽しく絵を描くことをモット
ーに、和気あいあい会が進められてい
ます。 

小田原第２グループ会長 細田利一 
 一番の特徴は、会がいつも楽しい
雰囲気で蔓延していることです。特
に、一年に一度実施している「バス
スケッチ」では、勉強もたっぷりや
りますが、帰りのバスの中での宴会
は全員参加の基で大変な盛り上がり
です。常に参加率１００％に近く、
これこそ会の目的である会員相互の
親睦の輪が出来、雰囲気の良い活動
を続ける原動力です。 

 

第 11回 スケッチングウォークの会展 2015.3.11（水）～3.16（月） 

絵てがみ折々 ―小田原の暮らしの中で― 

       野地 三惠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんなものが出てきたから」と娘から葉書のファイルを
貰った。中には５０枚ほどの私の絵てがみ。ちょうど１０年
ほど前に、娘に宛てて出した葉書だった。 

その頃娘は一人暮らしで、息子はまだ家にいた。日々の様
子や家族のことなど、結婚式前後の娘へいろいろなことが書
いてある。猫を飼い始めたときで、その絵もたくさんある。「そ
ういえばあの時は…」と、葉書を見て思い出すことが多く、
とても懐かしい。 

そうしてこの 10年、義母を亡くしたり、孫が生まれたりし
て、私たちの生活スタイルもずいぶん変わった。様々な思い
出とともに、今年もお雛さまを飾る季節になった。 
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